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調査研究実績 

の概要○○○ 

 

 本学特別研究助成費による「保育実践のフレームワークの基礎的研究」（平成23年

度），「保育実践のフレームワークの理論的・実証的研究」（平成24年度），「子どもの

理解と援助のフレームワーク」の汎用性・有用性の検討」（平成25年度）という一連の研

究成果を踏まえ，今年度は，「子どもの理解と援助のフレームワーク」（以下，「フレー

ムワーク」）を用いて保育・教育の調査を行った。 

保育・教育の実践過程の研究は，研究者の個別の観点や実践者の個別の経験に基づく。

その結果，実践過程を分析する「共通の枠組み」が構築される志向性が極めて薄く，実践

が適切であると言える「実践の成立条件」を明示できていない。そのため，分析する際の

「共通の枠組み」を構築し，「実践の成立条件」を実証的に検討する必要がある。一方，

本研究は，保育・教育の実践過程を分析する「共通の枠組み」を提供し，「なぜ適切なの

か」「なぜ成功なのか」といった「実践の成立条件」を明示できる。 

こうした実践的な研究成果があることから，かねてから現場での行政指導や講演活動に

おいて，「フレームワーク」の研究の独創性が注目され始めていた。そのため，行政指導

や講演活動の多くの依頼を受け，地域からの期待の声に応えるべく，本学の「地域貢献」

の一環として活動を行ってきた。本年度は，こうした活動の延長として，保育学・教育学

の根本的な課題の検討，子どもの生活場面のフィールドワーク，「子どもの理解と援助の

シート」の開発，「保育・教育カンファレンス」の実施，という４つの活動を行った。な

お，関係する教育委員会や担当課，幼稚園や保育所，小学校などの機関・施設の協力を得

ることができ，当該機関・施設からの依頼のため交通費等の支出は最低限に抑えられた。 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

 

（１）保育学・教育学の根本的な課題の検討 

従来の保育学や教育学は，心理学を基盤とする対象理解の研究と教科教育学を基盤とする

指導内容の研究に分けられる。しかし，対象理解の枠組みは心理（内面）に偏り，子ども

を総合的にとらえにくい。また，指導内容の枠組みは教科（内容）に偏り，子どもを主体

的にとらえることは難しい。しかも，具体的な実践の過程に即して対象理解と指導内容を

関連づける研究は，ほとんどない。保育学や教育学のこうした根本的な課題を検討するた

め，先行研究の文献を渉猟し，対象理解と指導内容を関連づける理論的な検討を行った。 

 

（２）子どもの生活場面のフィールドワーク 

一連の研究を踏まえ，対象児の年齢や学年，観察の時期や期間を加味して，生活の場面を

可能な限り網羅した。観察の場面は，食事，排泄，習慣，運動，造形，歌唱，舞踊，観

察，物語，自由遊び，など生活の場面であった。また，対象児の年齢や学年は，就学前

（０～５歳）から就学後（主として小学校段階）までを対象とした。さらに，観察の時期

や頻度は，学期ごとに，可能な限りの行事とその前後，対象の校園で複数回に行った。 

 

（３）「子どもの理解と援助のリーフレット」の開発 

「フレームワーク」は，就学前保育から就学後教育に至る実践者が子どもの理解・援助す

るための基本的な枠組みである。昨年の調査研究の活動，行政指導や講演活動などの実績

から，「フレームワーク」が，これまでにない「指導法」の研究であることが，現場から

の強い支持を集めている。そこで，質の高い資源を提供するため，岡山県下の関連する協

議会や各園・校の協力を得て，「子どもの理解と援助のリーフレット」を開発した。 

 

（４）「保育・教育カンファレンス」の実施 

これまでも，本研究の知見の汎用性や有用性を検討するため，関連学会で発表を行うだけ

でなく，保育現場の方々からの意見を頂き，課題を明確にする作業を行ってきた。こうし

た理論的研究や実証的研究の成果として，本年度も，行政指導や講演活動，園内・校内の

研修の依頼があり，全国保育士会での研修も行った。「フレームワーク」への注目度は高

く，昨年の実績を踏まえて，本年度は「保育・教育カンファレンス」を実施した。 

 

以上の調査研究の計画を実施することによって，保育・教育の実践過程において，合理的

で明示的な意味を見出すことができ，研究者や実践者が実践の質的向上に向けた研修を行

うなど，地域貢献の一助となった。また，保育者の専門性の向上は施策上の喫緊の課題で

あるが，「フレームワーク」の研究は，こうした課題に対応する基礎的なデータを提供す

ることができ，本学の保育者養成課程の特色となりつつある。 

 なお，来年度に向けて，中国地方，四国地方，九州地方の幼稚園や保育園，関係する機

関（教育委員会や担当課）や関係する団体（社会福祉協議会）から，「フレームワーク」

の紹介や「カンファレンス」の実施の依頼が来ている。こうした「調査研究に基づく活

動」は，本学特別研究費（独創的研究助成費）を頂くことで成り立っており，対象となる

校園，関係する機関・団体に実践的な資源を提供するだけでなく，本学の大学としての社

会的評価を高めることに貢献している。 

 

成果資料目録 

冊子『子どもの理解と援助の「フレームワーク」－臨床的な保育のためのリーフレット』 

 


